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「25周年を迎えた東北公益文科大学」

　

東
北
公
益
文
科
大
学
大

学
院
の
関
係
者
に
よ
る
リ

レ
ー
・
エ
ッ
セ
イ
「
公
益
の

風
」
は
、
お
陰
様
を
も
ち
ま

し
て
、
本
稿
で
56
回
目
の
掲

載
と
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
の
2
0
2
1
年
7
月
よ
り

変
わ
ら
ぬ
ご
高
配
を
賜
り
ま

し
た
荘
内
日
報
社
様
に
深
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

東
北
公
益
文
科
大
学
は
今

年
、
25
周
年
を
迎
え
ま
す
。

2
0
0
1
年
4
月
に
、
慶
應

義
塾
大
学
の
知
的
支
援
と
山

形
県
及
び
庄
内
14
市
町
村

（
当
時
）
の
財
政
支
援
を
受

け
、
公
設
民
営
方
式
の
私
立

大
学
と
し
て
開
学
し
、
多
く

の
方
々
の
ご
支
援
と
ご
指
導

に
よ
り
少
し
ず
つ
成
長
を
遂

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

酒
田
キ
ャ
ン
パ
ス
を
学
び
舎

と
す
る
公
益
学
部
公
益
学
科

は
、
2
0
2
5
年
9
月
ま
で

に
3
8
3
7
名
の
卒
業
生
を

輩
出
し
ま
し
た
。
鶴
岡
キ
ャ

ン
パ
ス
を
学
修
・
研
究
拠
点

と
す
る
大
学
院
公
益
学
研
究

科
は
、
2
0
2
5
年
9
月
ま

で
に
1
7
2
名
の
公
益
学
修

士
と
5
名
の
公
益
学
博
士
の

学
位
を
授
与
し
て
い
ま
す
。

大
変
有
難
い
こ
と
に
、
学

部
卒
業
生
、
大
学
院
修
了
生

と
も
、
県
内
外
の
企
業
、
行

政
機
関
、
公
益
法
人
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
、
学
校
、
そ
の
他
の
団
体

等
で
活
躍
を
し
て
い
ま
す
。

近
年
は
、
学
部
・
大
学
院
授

業
へ
卒
業
生
・
修
了
生
を
外

部
講
師
と
し
て
招
聘
す
る
機

会
が
増
え
て
い
ま
す
。ま
た
、

本
学
が
主
催
す
る
小
中
高
校

生
向
け
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
、
卒
業
生
の
お
子
さ
ん
が

参
加
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
新
聞
記
事
や
テ

レ
ビ
番
組
を
通
し
て
卒
業

生
・
修
了
生
の
活
躍
ぶ
り
を

知
る
機
会
も
あ
り
ま
す
。
東

北
公
益
文
科
大
学
は
、
よ
う

や
く
「
成
人
」
と
し
て
認
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。

2
0
2
6
年
4
月
か
ら

は
、
新
た
に
国
際
学
部
を
開

設
し
、
英
語
教
職
課
程
を
立

ち
上
げ
ま
す
。
庄
内
の
地
か

ら
世
界
に
羽
ば
た
く
人
材
を

育
成
す
る
と
と
も
に
、「
多

文
化
共
生
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の

開
講
な
ど
を
通
し
て
、
地
域

の
国
際
化
に
貢
献
で
き
る
人

材
育
成
に
も
取
り
組
み
ま

す
。そ

し
て
同
じ
く
4
月
に

は
、
私
立
大
学
と
し
て
の
歴

公益の風 #56

東北公益文科大学大学院　公益学研究科長

武 田  真 理 子

史
に
幕
を
下
ろ
し
、
公
立
大

学
法
人
へ
移
行
し
ま
す
。
山

形
県
及
び
庄
内
2
市
3
町
か

ら
構
成
さ
れ
る
庄
内
広
域
行

政
組
合
が
公
立
大
学
の
設
立

団
体
と
な
り
ま
す
。
建
学
時

に
掲
げ
た「
公
益
学
の
確
立
」

と
「
大
学
ま
ち
づ
く
り
」
は
、

新
た
な
運
営
体
制
と
、教
育
、

研
究
、
社
会
貢
献
の
機
能
強

化
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

大
学
院
は
、「
学
」
と
「
社

会
」
を
結
び
付
け
、
多
様
な

人
々
の
参
画
に
よ
り
持
続
可

能
な
公
益
社
会
を
実
現
す
る

た
め
の
人
材
育
成
と
研
究
を

目
指
し
、
2
0
2
2
年
度
か

ら
改
革
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
そ
の
柱
は
、
①
教
員

の
研
究
の
深
化
と
専
門
分

野
（
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
）
の
可

視
化
・
発
信
、
②
公
益
学
研

た
知
識
や
ス
キ
ル
を
応
用
、

実
践
す
る
場
と
な
り
、
自
分

事
と
し
て
地
域
課
題
に
向
き

合
う
姿
勢
を
養
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

公
立
化
後
の
大
学
は
「
産

学
官
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
」
を
設
置
し
、
教
育
活
動

だ
け
で
な
く
、
学
内
の
多
様

な
知
と
産
学
官
と
の
連
携
に

よ
る
学
際
的
か
つ
実
践
的
な

共
同
研
究
に
取
り
組
む
方
針

で
す
。
大
学
院
に
は
、
こ
の

共
同
研
究
と
結
び
つ
い
た
新

た
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
立

ち
上
げ
る
予
定
で
す
。
地
域

の
持
続
的
な
発
展
に
は
人
々

の
学
び
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

社
会
と
の
接
点
を
強
め
て
、

よ
り
多
く
の
人
が
学
び
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
知
の
拠
点

と
し
て
さ
ら
な
る
成
長
を
遂

げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

究
科
な
ら
で
は
の
学

際
教
育
の
推
進
、
③

大
学
院
の
地
域
連

携
・
社
会
連
携
の
推

進
で
す
。
③
に
つ
い

て
は
、
東
北
公
益
文

科
大
学
後
援
会
と
と

も
に
「
庄
内
地
域
の

課
題
解
決
と
企
業
経

営
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
科
目
を
、
ま
た
、

鶴
岡
市
朝
日
中
央
自

治
振
興
会
、
鶴
岡
市

朝
日
中
学
校
等
の
協

力
を
得
て
「
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
に
基
づ

く
地
域
課
題
解
決
の

推
進
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
科
目
を
開
講
し

ま
し
た
。
い
ず
れ
も

大
学
院
で
身
に
付
け

大学院 20 周年に修了生・関係者が集まりました。
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